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図書館自主研修グループ報告
和泉図書館サイン更新プロジェクト
折戸　晶子*
2012年5月に開館した和泉図書館に私が着任したのは2014年4月だった。
開館して 3年目にあたる年である。私自身、和泉図書館設計プロジェクト
に携わっていたこともあり、その後の館内状況が気になっていた。
多くの図書館では、新館開館後の運用中に追加サインや掲示が増え、デ
ザイン性や美観を損ねる状態になりがちである。和泉図書館ではこのよう
な陥りがちな状況にならないように、運用時の追加サインの設置方法も検
討していた。壁、柱、ガラス面、扉などに掲示物は貼らないことを徹底し、
今も館内は開館時の美観を保っている。運用時に必要となってくる追加サ
インには、書架サイン、サインスタンドやデジタルサイネージを使って、
簡単に入れ替えできるようにしている。サインそのものは、図書館職員が
作成する、いわゆる「手作りサイン」である。
手作りサインは、開館後 2年間で多数作成されてきた。目新しかったサ
インも、頻繁に来館する学生にとっては、段々と空気のような存在となり、
目に映らなくなっていく頃ではないだろうか。開館当時、運営に携わった
事務室の職員も少しずつ異動していき、今後設計時のことを知らない職員
が増えていくことにより、手作りサインについては統一感のないものになっ
ていくのではないかと私は不安を感じていた。また、固定サインについても、
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運用に支障がないか検証したいと考えた。
そこで、サイン全般について、過不足はないか、建物コンセプトに沿っ
て作成されているのかを検証するとともに、より良いサインを作ることを
目的に、プロジェクトを立ち上げることとした。現状で問題のない良いサ
インであったとしても、長い年月同じサインのままであれば、それは生き
ているサインとは言えないと私は考える。多くの関係者が熱い想いで作り
上げた和泉図書館をいつまでも新鮮味のある図書館としたい。そのために
も利用者の心に残るサインを作りたいと考えた。私は、今回のプロジェク
トで作り上げるサインが最終形だとは思っていない。常に新しい発想を取
り入れ、色あせることのないサインでありたいと願っている。そのため、
数年毎にサインを一新し、利用者をあっと驚かせ、心躍ってもらいたいの
である。和泉図書館を舞台に、私たち図書館職員が常に舞台演出をしよう
という気持ちなのである。
このサイン更新プロジェクトは、明治大学図書館の自主研修という制度
を使い、これに申請し、図書館事務長会で承認されている。名称は、「図書
館利用環境整備推進プロジェクト（プロジェクト・アイ）」。通称名の「プ
ロジェクト・アイ」の “アイ ”に込めた想いは次の 3点である。1つ目は、
Izumiの頭文字の I（アイ）。2つ目は、愛するの愛（アイ）。サービス精神
の中にある愛情を持って、図書館の環境整備に努め、利用者に接すること
を示している。3つ目は、英語の一人称の I（アイ）。職員一人ひとりの「私」
が主役となって、図書館を運営するという気持ちを表している。プロジェ
クトメンバーは、和泉図書館専任職員であるが、希望により、他図書館事
務室の職員の参加も歓迎した。
実作業を行うにあたり、デザイン性を重視することから、専門家のアド
バイスを求めることが妥当であろうと考え、講師として、和泉図書館の家
具設計の担当者である松田平田設計の古澤美登里氏を迎えることとした。
2014年 5月にプロジェクトメンバーによる最初の会合を開いた。開館後
2年間は、スピードを優先して作成してきた手作りサイン。統一感やデザ
イン性は二の次にしてきた。そこで運営が軌道に乗ってきた今、後回しに
してきたことを考える時期に来たと考えた。全体を見直し、手作りサイン
についてもサインコンセプトに沿ったサインルールを作り、美観を整える
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ことで、より良い環境作りを目指すことをこのプロジェクトの目的として、
意識合わせを行った。その後 7月に古澤氏を講師として迎え、新たなサイ
ン計画について話し合った。以降、適宜古澤氏にアドバイスをいただきな
がら計画を遂行している。
まずはじめに、現状を把握し、改善方法を検討することとした。明らか
になった主な課題は、次の通り。
1. 固定サイン
不足するもの、現状での不具合の改善
2. 特設コーナーの本棚サイン
手描き可能なボードの検討
3. 手作りサイン
フォントやデザインが不統一である、不要なサインが残っている、
表現がわかりにくいサインの改善
1については、防犯カメラ稼動中
の追加と、ゴミ箱の分別サインの改
善を行った。防犯カメラ稼動中サイ
ンは、大抵無機質で面白みのないサ
インであるが、これを明治大学公式
キャラクターのめいじろうと図書を
イメージしたデザインとし、学生の
目に入りやすいサインとした。ゴミ
箱分別サインは、天板面に設置して
ゴミ箱の分別サイン　是正前 ゴミ箱の分別サイン　是正後
防犯カメラサイン
144
いたが、ゴミ箱の口まで来ないとどこに捨てるかわからず、利用者が迷う
ことが多々あった。そこで、これを、立体的なサインに変更し、離れた所
からでもわかるようにした。
2については、特設コーナーのデザイン書架の側板に設置している見せ架
2枚分を１枚の大きなサイズにし、さらに、何度でも書いたり消したりで
きるものに変更することを考えた。現在の見せ架は、マグネットで紙を貼
ることができるが、書くことはできない。手書きでコメントを書くことで、
人目を引くようにしたいと考えての提案であった。しかし、予算が見合わず、
現在見送りとなっている。
3については、現状を把握するだけでも膨大な量であり、3年計画で改善
作業を行っている。2014年 7月から 12月にかけて、館内全てのサインを
図面にプロットするとともに、一覧表にした。これらサインのカテゴリー、
設置場所、形状を確認し、要不要、設置位置の変更、表現の改善、掲示期
間などについて意見を交わした。把握したサインは 156個。この大量のサ
インをどのように整理すべきか、正直、全く考えがまとまらず、途方に暮
れるだけであった。この時は、サインを内容ごとにカテゴライズし、その
デザインイメージを考え、フォーマットを作成する計画であった。しかし、
カテゴライズが明確にできなかったことに加え、デザインイメージが曖昧
で、サインフォーマットの作成まで至らなかった。そして、空白の半年が
過ぎていった。
2015年 7月に検討再開し、カテゴライズの観点を改めて考え直すことと
した。そして、伝えるべき目的は何か、という観点から、利用案内、資料案内、
施設説明、注意喚起、誘導、催事・イベントの 6つの目的を定め、サイン
を分類した。さらに、掲示期間について、常時掲示するものか、期間限定
で掲示するものかで分類した。この分類作業により、サイン全体が把握で
きるようになった。ここで改めて、要不要の選別、設置場所の見直しを行っ
た。それから表示内容の文言表現の見直しも行った。
次に、デザインフォーマットを検討した。目的別にフォーマットを定め
るとともに、固定サインにあるフロアカラーとの調和について議論した。
また、見て貰えるサインにするにはどうすれば良いかについても話し合っ
た。
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現在、サイン改善の見通しが立ち、サンプルを作成している段階である。
今後さらに、意見交換を重ね、今年度末までにサインフォーマットを確定し、
書架側板に設置するサインの作成と入れ替えを行う予定である。次年度に
は、連続する書架列を活かしたサイン作り、サインスタンドに入れるサイ
ンフォーマット作り、デジタルサイネージの見直しを計画している。最終
的に、サインフォーマットはデータブックとしてまとめ、継続的な業務運
営と利用環境の整備に役立てることを目指している。
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